
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 学年 小学校　第５学年 教科等 国　語

 単元名 目的や条件に応じて話し合おう　

 個別最適な学びと協働的な学びに向けた工夫

 身につけさ 
せたい力

・互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い、考えを広げたりまとめたりすること

 工夫 ①テーマの工夫　「１年生との交流会でみんなで楽しく過ごすため」の活動を話し合う。 
②一人一人が自由に考える時間の確保とワークシートの活用（個に応じた指導の充実）。 
③グループで発表　⇒思考ツール（座標軸）の活用。班の中で意見をあわせ新たな考えを生み出す。 
④タブレットで話し合いの様子を録画する。　自分たちの話し合い方を客観的に振り返る。 
⑤学びを活かす体験をする。→実際に他学年と交流することで、「できた」を味わう。

 

 学年 小学校　第５学年 教科等 総合的な学習の時間

 単元名 おいしいお米を作ろう！～稲作を通じた、980キロの遠隔地交流～

 個別最適な学びと協働的な学びに向けた工夫

 身につけさ 
せたい力

・お米づくりを通して、自然の恩恵への感謝の思いを育む 
・他県の児童との交流を通し、文化の違いや互いの良さを学び、よりよい人間関係を形成していく

 工夫 ①学校の敷地内に田んぼを作り、田植えや稲刈りなど一連の稲作を体験する学習を行った。 
　⇒　学年の児童全員で協力して取り組み、作ることの大変さや喜び、協力する楽しさを学ぶ。 
②お米作りを実施している他県の小学校とオンラインでの交流。意見交換や情報交換を行った。 
　⇒　田植えの感想や、苦労した点、工夫した点などを意見交換し、共感的理解が図れた。 

互いの地域の良さや特産品等の紹介を行うなど、相互理解を図った。 
③教科横断的な学習として、社会の学習内容とも関連付け、米作りについての学習理解を深めた。

  
 
 
 
 

令和６年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」 

春日部市教育委員会 

実践１ 個に応じた指導と協働的な学び

実践２ ICT を活用した他校の子どもたちとの学び

自力解決 伝えあい 学びあい

収穫・稲刈り田んぼ作り・田植え

鹿児島市の小学校との交流

「できた」を味わう



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 

 

　社会教育課生涯学習担当指導主事を指導者として、「Chromebook活用

研修会」「プログラミング教育入門研修」「情報モラル教育研修会」等を

希望する教員に実施している。 

　教員がタブレット端末の基本的な操作や授業で子供たちの学習に活用

することができるアプリケーション等について研修し、指導力向上を図

っている。 

 

　児童生徒だけでなく、教職員も

個別最適な学びができる環境を

整えている。 

　このほか、各校の情報教育推進

者を中心とした「ICT 管理研修

会」「ICT活用研修会」を実施して

いる。

事例１ 

事例２ 

春日部市教育研究員協議会（情報部会）による「春日部モデル」の作成

Chromebook 活用研修会等の実施　希望研修

低・中・高学年・中学校のそれぞれの

発達段階に応じた４分類（「活動スキ

ル」「探究スキル」「プログラミング」

「情報モラル・情報セキュリティ」）

を体系的にまとめている。

春日部市では、児童生徒に身につけさせたい情報活用能力を体系的にまとめた「春日部モデル」の作成を進め

ている。

各学校で年間指導計画に位置づけ、授業や校内研修等で活用される

よう、啓発をしていくとともに、完成後も毎年ブラッシュアップをし

ていく予定である。 
また、春日部モデルと優れた授業実践をリンクさせていく。


